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反応干渉因子試験

検量線の信頼性確認試験

試験方法検討

試験の流れ（比濁法・比色法）

製剤の性質により、最適な試験法を確立してエンドトキシン試験を
実施いたします。是非、ご相談ください。
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医薬品の原薬、原料及び製品のエンドトキシン試験を日本薬局方、ヨーロッパ薬局方、
米国薬局方の各公定法に基づき実施いたします。

また、信頼性基準やGMPに準拠しての試験も実施可能です。
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【試料溶液調製】

【プレートリーダー】

エンドトキシン試験

ゲル化法

比濁法

比色法

液 ET濃度 被添加液 ウエル数

A 0 試料溶液 2以上

B 検量線の

中点濃度
試料溶液 2以上

C 3濃度以上 水 各濃度2以上

D 0 水 2以上
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